躍進　１９８８年4月　親の後ろ姿に感謝する最高の人生を
父親を超えるというのは――としますと、一般的に父と子の間にはいろいろな葛藤があるものですが、先生の場合にはお父さまとの間には葛藤らしいものはなかったのですね。
 そうだね、葛藤と言えば、わたしの信心をめぐって葛藤があったね。わたしが信仰活動をすることについて「何も拝み屋にならなくてもいいだろうに……」と言うんです。
 
――それをどう解決されたのでしょうか。
 神さまのお計らいで、自然に解決したんです。というのは、こういうわけです。ある年、秋の穫り入れが済んで親父が信州の温泉に骨休めに行ったら、その土地に評判の人相見がいるというんで、ひやかし半分に見てもらいに行ったんだな。そしたら、その人相見が親父の顔をジーッと見ていて、「あんたは幸せな人だ。あんたには神さま仏さまを拝む子が一人いるね。あんたの家はみんな中気になるけれども、あんたは中気にならない。その子が神さま仏さまを拝むお陰だよ」と言ったんです。わたしの家系はずっと中気の筋でね。祖父がそうだったし、父の兄も、その子もやはり中気を患った。しかし、父はなんともない。そして、わが家の中気の筋はそこで切れてしまったんです。だから、神さま仏さまを拝むのはそんなに功徳があるのか……というんで、それっきり父は私の信心について何も言わなくなった。そういうことがあったので、戦争中、子供たちを菅沼に疎開させて、わたしが東京で修行していたときも十年間預かってもらえたと思うんです。もし、そういうことがなかったら、親父に相当怒られたかもしれないね。
※中気・・・脳卒中（脳血管障害）やその後遺症（半身不随や言語障害など）を指す、かつての呼び名「中風（ちゅうふう）」や「卒中（そっちゅう）」とも同義。
